
平成３０年 ９月１３日

国土交通省山形河川国道事務所

山 形 市

山形ＰＡスマートインターチェンジ※１の設置に向け
準備や検討を行う第１回準備会を開催します

山形市では、東北中央自動車道相馬尾花沢線の山形上山ＩＣ～山形中央ＩＣ間

において、山形PAスマートインターチェンジ※１の設置を検討しています。

国土交通省では、平成３０年８月１０日に新規準備段階調査箇所として選定し

た山形PAスマートインターチェンジ※１について「準備段階調査」※２を実施します。

これを受け、山形PAスマートインターチェンジ※１の計画的かつ効率的な準備・

検討を進めることを目的として、第１回準備会を下記のとおり開催します。

日 時：平成３０年 ９月１９日（水）１５：００～（約１時間程度）

場 所：山形市役所 １０階 １００２会議室

議 事：１．山形PAスマートＩＣ※１準備会の設立趣意について

２．山形PAスマートＩＣ※１計画地の周辺概要について

その他：当日の取材は、冒頭の山形市長挨拶と山形河川国道事務所長の挨拶

まで可能です。

取材を希望の方は、事前に下記問い合わせ先へ登録をお願いします。

なお、会場の都合により、一般の方の傍聴は出来ません。

また、当日の配付資料については、計画段階資料のため関係者以外

は非公開としています。

※１ スマートインターチェンジの名称は仮称であり、正規な名称は、地元や利用者の意見等も踏まえて決定されます。

※２ 国として必要性が確認できる箇所について、国が実施する調査。

【発表記者会：山形県政記者クラブ】

問 い 合 わ せ 先

国土交通省 東北地方整備局 山形河川国道事務所

電話 ０２３－６８８－８４２１(代)

副 所 長 石井 真吾 内線20５

調査第二課長 河本 直志 内線4５1

山形市 まちづくり推進部

電話 ０２３－６４１－１２１２(代)

次長(兼)都市政策課長 渡邊 俊 内線511



（仮称）山形ＰＡスマートインターチェンジ準備会 名簿 （敬称略）

役　職 備考

山形市 まちづくり推進部 　 次長（兼）都市政策課長

県土整備部 道路整備課 高速道路整備推進室長補佐

村山総合支庁　建設部 道路課 課長補佐

交通部 交通規制課 課長補佐

交通部 高速道路交通警察隊 隊長補佐

山形警察署 交通第一課 課長

 総合企画部 総合企画課 課長代理

 建設事業部 建設事業統括課 課長代理

 山形工事事務所 工務課 課長

 山形管理事務所 工務担当課 課長

企画部 広域計画課 課長補佐

道路部　 道路計画第二課 課長補佐

山形河川国道事務所 調査第二課 課長

【事務局】

　東北地方整備局　山形河川国道事務所　調査第二課

　山形市　まちづくり推進部　都市政策課

山形県

所　属

東日本高速道路株式会社
東北支社

東北地方整備局　

山形県警察



広域的検討

概略検討

詳細検討

新規事業化 （国）

整備計画決定 （国）

連結許可 （国→地方自治体）
国による整備補助
（機構への補助）

地区協議会の開催 （国・会社・地方自治体）

実施計画書の策定・提出 （地方自治体→国・機構・会社）

開 通

国による準備段階調査
（直轄調査）

地方自治体での検討
（地整、会社で適宜応相談）

・ＩＣの必要性
・周辺道路の現況・整備方針の確認 等

・ＩＣの社会便益及び利用交通量
・ＩＣの位置・構造
・周辺道路の整備計画 等

・ＩＣ及び周辺施設の詳細設計
・整備費用及び負担区分
・管理・運営方法 等

準
備
会

地
区
協
議
会

（
事
業
実
施
）

地
方
で
の
計
画
検
討
・
調
整

ＩＣの必要性等の確認

○ スマートＩＣの準備段階（地方での計画検討・調整段階）において、国として必要性が確認できる箇所等について、
箇所を選定し、国が調査（直轄調査）を実施（準備段階調査）。

○ 準備段階調査における準備会での検討や調整が整い、関係機関で構成される地区協議会で決定された実施計画
書が提出された箇所につき新規事業化。

（参考）スマートインターチェンジの検討・整備について
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